












おいては、二者関係の進展を 4 つのレベル「 0 ：
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キーワード：役割、相補性、社会的勢力、勢力保持者、対人関係
本研究の目的は、相補的な役割関係を形成できる見込みがあるかどうかが好意を高めるかを検討する



















































































































































































































































































R1 私は友人のためにいろいろ力になってあげている  .782 - .051 - .019 - .156  .125
R3 私は、友人がしてほしいと思うようなことをしてあげている  .708  .041  .019  .009 - .114
R2 私は友人を精神的に励ましたり、友人の心の支えになっている  .612  .033  .012  .067 - .223
R4 私は友人にとって得になることをしてあげている  .537  .026 - .073  .065  .103
F4 あなたのような人間になりたいと友人からいわれたことがある - .013 1.001  .043 - .074 - .049
F3 友人から私のような考え方や性格を身につけたいといわれたことがある  .037  .669 - .049  .124 - .011
F1 私は友人からお手本にされることがある  .208  .386  .053  .109  .220
C3 私は友人に対して攻撃的になることがある  .065 - .099  .684  .132  .021
C2 私は友人を困らせることがある - .093  .023  .658 - .071 - .065
C1 友人が何かをしているとき、私がそれをじゃますることがある - .131  .012  .540 - .035  .148
C4 私のために友人の希望がかなえられないことがある  .078  .094  .455 - .061  .069
L4 私は友人に対していろいろ指図できる立場にある  .024 - .054 - .086  .755  .157
L2 なぜだかわからないが友人たちは私のいうことに従ってくれる - .194  .158 - .066  .645  .057
L3 「私だから」という理由で友人から許してもらえることがある  .094 - .001  .226  .569 - .221
E1 ものごとを決定する際に友人から判断を任されることが多い  .190 - .085  .026  .398  .163
E2 私は友だちから「物知り」だと思われている  .008  .012  .085 - .026  .854
E4 趣味、勉強を問わず「この領域については専門家だ」と自分で思えるくらいの領域がある - .143 - .042 - .006  .205  .387
因子間相関
因子Ⅰ  .539 - .201  .303  .255
因子Ⅱ - .095  .448  .408






表 3　 社会的勢力の自己認知の平均尺度得点（下段SD, n＝224）
報酬勢力 参照勢力 罰勢力 正当勢力 専門勢力
4.46 3.92 3.76 3.73 3.44
0.75 1.29 0.98 0.98 1.29









































































報酬勢力  .14 * - .15 * - .08  .11 - .07
参照勢力  .13 † - .08  .05  .27 *** - .25 ***
罰勢力  .08  .30 ***  .31 ***  .13 * - .06
正当勢力  .14 *  .11  .37 ***  .27 *** - .26 ***
























































個人的親しみやすさ 4.91 a 3.23 4.98 a 1.81 5.65
0.92 1.24 1.07 0.85 0.93
知的望ましさ 6.00 3.86 a 4.02 a 1.64 3.39
1.40 1.08 1.32 1.00 1.20
活動性 5.29 ab 5.37 a 4.02 5.06  b 2.60













自己完結的好意 4.71 a 3.05 4.28 1.72 4.66 a
1.07 1.25 1.22 0.99 1.14
道具的好意 2.83 a 2.83 a 3.99 1.66 3.74

















































































報酬勢力 .04 -.05 -.11 -.05 .02 -.03 .18 ** -.03 .11 † .12 †
参照勢力 -.08 -.04 .04 .07 -.03 -.04 .03 -.04 -.07 .10
罰勢力 .08 .13 † .07 .10 -.02 .03 -.08 .03 -.09 .08
正当勢力 -.09 -.03 .17 * .19 ** .18 ** .14 * .02 .14 * -.07 .14 *
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